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１．作成した（取り組んだ）ポータル名 若しくは 課題 

 

 DSpace によるデータリポジトリの構築 

 

２．１の概要 

 

 オープンソースのリポジトリ構築ソフトウェアである DSpace を利用してデータリポジトリを構築し、その動

作について確認する。 

 また、日本語化を試みその動作について確認する。 

 

３．演習とその成果 何を計画し、実装して、何ができたか。 

    ※成果物のスクリーンショットも 

 (1) 演習第１日 

 

 ・OAI-PMH の動作確認 

   東京学芸大学のリポジトリサーバに対して、ブラウザからリクエストを発行しそのレスポンスを確認した。 

   * リポジトリ情報の取得（図１） 

http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request?verb=Identify 

   * 対応するデータフォーマットの取得（図２） 

http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request?verb=ListMetadataFormats 

 ・Dspace のインストールとインターフェースの日本語化を行った。（図３） 

  この研修中に利用した環境は以下のとおり。   

   ・DSpace：1.3.1 

   ・OS：VineLinux 3.2 

   ・Java： 1.4.2_09 

   ・Tomcat： 4.1.31 

   ・ANT： 1.6.5 

   ・sen： 1.2.1 

   ・Lucene-ja： 1.4.3 

 (2) 演習第２日 

  

 ・フォームへの入力文字列の文字化け対策（メタデータ登録の日本語対応）を行った。 

 ・データインポートを前提とした 2つのハーベスティングツールの動作を確認した。 

   1. make-dspace-import-data.pl （図４） 

   2. OAI Harvester Plug-In for Dspace 

    こちらは、うまく動作しなかったため翌日に保留した。 

  ・DSpace の Junii 独自要素への対応を行い、他大学の DSpace からハーベストした oai_dc 形式/junii 形式

のデータインポートを行った。 

  ・メタデータ日本語検索対応について 2とおりの手法について検討した。 

      1. Lucene-cjk 

      2. Lucene-ja + Sen => 採用 

 

  (3) 演習第３日 

 

 ・再度 OAI Harvester Plug-In for Dspace の動作検証を行った。 

  ロケールを ja_JP.eucJP から、ja_JP.utf8 に変更したところ問題なく動作した。（図５） 

http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request?verb=Identify
http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request?verb=ListMetadataFormats


 ・データプロバイタとしての Junii 対応を行った。 

  ・日本語コンテンツの全文検索対応を行った。 

  ・シーズデータの手動登録(10 件程度) 

    一括インポートデータの作成は断念。 

 ・プロバイダとしての動作確認（図６） 

      * GET,POST によるリクエストを叩く（図７，８） 

      * ハーベスティングしてみる（図９，１０）  

 

４．研修で学んだ技術及び知識 

  参考になった URL とその簡単な内容紹介（１行程度で） 

 

 ・ http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/Japanization/index.html 

    機関リポジトリソフ トウェアの日本語対応 

 ・ http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/NII-IRPreport.pdf 

    学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト報告書  

 ・ http://dspace.cs.odu.edu/  

   OAI Harverster Plug-in for Dspace  

 

５．事前準備として必要と思われるもの 

  （不足していたソフトウェアや予習事項等） 

 

 事前準備でどこまで行っておくかは課題設定に応じて違うと思いますが、個人的には、予習のための予習が

必要な知識レベルであったので何がわかっていて何がわかっていないのかをはっきりさせておきました。 

  

６．今後の課題（職場で更に調査する必要のあるもの等） 

 

 コンテンツフィルタの拡充と日本語対応についてのさらなる検証 

 

７．今後の計画（実際のポータル構築計画等） 

 

 現時点では実際のポータル構築計画は具現化してないので、もう一つの主要なオープンソースのリポジトリ

構築ソフトウェアである EPrint(http://www.eprints.org/)について機能等を検証し、将来のポータル構築時に

備えたい。 

 

８．演習の感想 

 

 研修内容が、日常業務において深くふれていた内容ではなかったこともあり、受講前は自分の知識、技術不

足が非常に心配でしたが、あまり多くのことに手を広げず一つのことに注力したのが良かったのかなんとか研

修を終えることが出来ました。しかしながら、GETA 等非常に興味深い技術についてはほとんど試せなかったの

で、機会を見つけて試してみたいと思います。 

 

９．備考、その他 

 

 まわりの課題レベルの高さに圧倒されながらもリタイアせず何とか完走することが出来ました。講師の皆様

はもちろんのこと、受講生の皆様、NII の成澤さんをはじめとするサポートいただいた関係者の皆様に感謝しま

す。ありがとうございました。  

 

 

http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/Japanization/index.html
http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/NII-IRPreport.pdf
http://dspace.cs.odu.edu/
http://www.eprints.org/


 

図 1 リポジトリ情報の取得 



 

図 2 対応するデータフォーマットの取得



 

図 3 インターフェースの日本語化

 

図 4 $ ./make-dspace-import-data.pl --baseURL http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request 

http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace-oai/request


 

図 5 $ java scheduler/Harvest 



 

図 6 



 

図 7 http://localhost:8080/dspace-oai/request?verb=Identify 

 

図 8 http://localhost:8080/dspace-oai/request?verb=ListMetadataFormats 

http://localhost:8080/dspace-oai/request?verb=Identify
http://localhost:8080/dspace-oai/request?verb=ListMetadataFormats


 

 

図 9 $ ./make-dspace-import-data.pl -baseURL http://localhost:8080/dspace-oai/request 



 

図 10 


